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浜岡砂丘

本
年
度
も
三
月
一
日
～
三
十
一
日
ま
で
建
設

業
年
度
末
労
働
災
害
防
止
強
調
月
間
が
展
開
さ

れ
ま
す
。
平
成
二
十
六
年
度
も
残
す
と
こ
ろ
あ

と
一
ヶ
月
で
す
。
多
く
の
工
事
が
、
工
期
末
を

迎
え
現
場
は
最
後
の
追
い
込
み
時
期
で
す
。
現

場
は
、
繁
忙
期
を
迎
え
る
中
、
心
身
の
疲
労
と

焦
り
等
で
注
意
力
が
散
漫
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
些
細
な
ミ
ス
が
重
大
災
害
に
繫
が
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
全
員
で
無
事
故
無
災
害

で
工
事
を
完
成
さ
せ
新
年
度
を
迎
え
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
静
岡
県
内
で
は
、
平
成
二
十
六
年

の
休
業
四
日
以
上
の
死
傷
災
害
の
内
、
死
亡
災

害
が
前
年
同
比
四
十
％
増
加
し
て
お
り
、
そ
の

う
ち
七
割
が
車
両
系
建
設
機
械
等
に
起
因
す
る

災
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。
社
内
で
も
十
分
な
対

策
を
講
じ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

建設業年度末労働災害防止強調月間
平成 26年度

3/1～ 3/31

5

死亡者数
47人天井走行クレーン、

その他のクレーン 
３人（6.4％）

その他の建設機械等
４人（8.5％）

高所作業車　５人（10.6％）

重ダンプ　１人（2.1％）

ウインチを利用した
揚重装置　
１人（2.1％）

ブルドーザー等　
１人（2.1％）

ブレーカ　
１人（2.1％）

コンクリートポンプ車　
１人（2.1％）

不整地運搬車　２人（4.3％）

ローラ等　
４人（8.5％）

パワー
ショベル等

12人
（25.5％）

移動式
クレーン

　５人（10.6％）

圧砕機　２人（4.3％）

車両系建設機械
に類する機械
５人（10.6％）

○前年同期より増加した主なもの
　 ●足場：5人増加して32人
　 ●スレート等の踏み抜き：5人増加して18人
　 ●脚立、うま：3人増加して6人

○前年同期より減少した主なもの
　 ●屋根、屋上：11人減少して14人
　 ●ガケ、斜面：6人減少して11人
　 ●窓、階段、開口部、床の端：3人減少して10人
　 ●はしご：5人減少して7人

業種別発生状況 建設業における死亡災害種類別発生状況

墜落・転落災害 建設機械・クレーン等災害

倒壊・崩壊災害

主な場所別の発生状況

死亡者数
866人

鉱業
11人（1.3％）

港湾運送業
５人（0.6％）

農業、畜産・水産業
29人（3.3％）

その他
192人

（22.2％）

製造業
149人

（17.2％）

陸上貨物
運送事業

107人
（12.4％）

建設業
320人

（37.0％）

林業
39人（4.5％）

交通運輸事業
14人（1.6％） 死亡者数

320人飛来落下
23人

（7.2％）

建設機械等
38人

（11.9％）

クレーン等
９人（2.8％）

取扱運搬等
７人（2.2％）

電気
７人（2.2％）

爆発火災等
６人（1.9％）

墜落・転落
135人

（42.2％）

自動車等
41人

（12.8％）

倒壊
11人（3.4％）

その他
30人

（9.4％）

死亡者数
135人 スレート、

波板等の
踏み抜き 
18人（13.3％）

梁、母屋  ６人（4.4％）

窓、階段、開口部、床の端
10人（7.4％）

脚立、うま  
６人（4.4％）

型わく・型わく支保工  
１人（0.7％）

高所作業車  
１人（0.7％）

おどり場  
１人（0.7％）
電柱  
１人（0.7％）
杭・ピット  
１人（0.7％）

その他の機械設備
３人（2.2％）

クレーン等
（エレベータ、
リフト等を除く）
３人（2.2％）

橋梁  ３人（2.2％）

架設通路
１人（0.7％）

その他
16人

（11.9％）

屋根、屋上
14人

（10.4％）

ガケ、斜面
11人（8.1％）

はしご  ７人（5.2％）

死亡者数
24人

岩石の崩落（上部から石が
落ちた）２人（8.3％）

型わく支保工の倒壊
１人（4.2％）

その他の倒壊（立てかけた
ものが倒れた等）
７人（29.2％）

土砂崩壊
11人

（45.8％）

土砂崩壊等
13人（4.1％）

◎建設業の死亡者数は、前年同期と比較すると、24人（8.1％）
増加して320人となっている。また、全産業の中では、
37.0％（前年34.3％）を占めている。

◎前年同期と比較して１人増加して135人となっている。
◎墜落・転落災害は、足場から32人、スレート、波板等の踏
み抜き18人、屋根、屋上から14人、ガケ、斜面から11人、
窓、階段、開口部、床の端10人で、墜落・転落災害は、85人
で全体の63.0％を占めている。

◎建設機械・クレーン等による災害は、パワーショベル等に
よる災害が12人と最も多く、建設機械・クレーン等災害の
25.5％を占めている。

◎倒壊・崩壊災害は、土砂崩壊が11人と最も多く、全体の
45.8％を占めており、次いでその他の倒壊（立てかけたもの
が倒れた）7人で、倒壊・崩壊災害の75.0％を占めている。

コンクリート擁壁、
レンガ等の倒壊
３人（12.5％）

◎墜落・転落災害は、135人となり、全体に占める割合は、
42.2％（前年同期45.3％）と高い比率を占めている。
◎墜落・転落災害、建設機械・クレーン等災害、倒壊・崩
壊災害の三大災害は、206人で全体の64.4％（前年同期
67.0％）を占めている。

足場
32人

（23.7％）

平成 26 年 建設業における死亡災害発生状況（１～ 11 月）
平成 26 年 12 月 7 日現在速報値 資  料
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平成 26 年 建設業における死亡災害発生状況（１～ 11 月）
平成 26 年 12 月 7 日現在速報値 資  料

平成 26 年　建設業における死亡災害の三大発生状況（1 ～ 11 月）

平成 26 年 12 月 7 日現在速報値
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現
在
工
事
中
の
御
前
崎
市
消
防
庁
舎

に
て
免
震
装
置
の
設
置
が
行
わ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
現
場
見
学
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。

免
震
装
置
は
、
ゴ
ム
と
鋼
板
を
交
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に
積
み
重
ね
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加
硫
接
着
し
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も
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で
、
地
盤
と
建
物
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基
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免
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設
置
さ
れ
、
建
物
を
支
え
つ
つ
地

震
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建
物
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伝
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な
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役
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担
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と
の
こ
と
で
し
た
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て
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ば
い
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な
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と
施
工
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

い
よ
い
よ
装
置
の
取
り
付
け
に
な
り

ま
す
。

こ
こ
で
は
百
ト
ン
の
ク
レ
ー
ン
に
よ

り
設
置
作
業
が
行
わ
れ
て
お
り
前
出
の

プ
レ
ー
ト
に
ボ
ル
ト
固
定
さ
れ
ま
す
。

二
月
四
日
か
ら
六
日
ま
で
の
三
日
間
静
岡

県
立
掛
川
工
業
高
等
学
校
設
備
シ
ス
テ
ム
科
二

年
生
の
長
谷
川
拓
実
君
が
当
社
で
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
実
際
の
現
場
に
出

て
建
設
現
場
の
仕
事
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。今

回
の
研
修
で
は
、
実
際
の
現
場
を
「
見
て
」

「
聞
い
て
」「
体
験
し
て
」
も
ら
い
、
建
設
業
と
は

ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
を
体
感
し
て

も
ら
え
れ
ば
と
思
い
内
容
を
計
画
し
ま
し
た
。

主
な
実
習
内
容
は
、
測
量
を
主
体
と
し
、
写
真

管
理
、
出
来
形
管
理
、
品

質
管
理
等
の
現
場
管
理
全

般
を
体
験
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
市
道
二
三
九
号
線

歩
道
設
置
工
事
に
て
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

初
日
の
午
前
中
に
、
会
社
の
業
務
内
容
の
説
明

及
び
実
際
稼
動
し
て
い
る
現
場
の
視
察
及
び
説
明

を
行
い
ま
し
た
。
午
後
か
ら
実
際
に
現
場
へ
行
き

ま
し
た
。
現
場
で
は
、主
に
、測
量
や
丁
張
掛
け
方
、

現
場
作
業
を
体
験
し
、
構
造
物
や
盛
土
の
出
来
上

が
っ
て
い
る
部
分
を
、
巻
尺
や
レ
ベ
ル
を
使
っ
て

の
出
来
形
管
理
や
現
場
密
度
試
験
に
よ
る
品
質
管

理
も
体
験
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

新野川（三線川樋門工）見学

御
前
崎
市

消
防
庁
舎
免
震
見
学

三
日
間
と
短
い
期
間

で
し
た
が
、
厳
し
い
寒
さ

の
中
で
の
研
修
で
、
且
つ

普
段
の
学
校
で
の
授
業
と

は
違
い
、
現
場
で
の
研
修

だ
っ
た
た
め
大
変
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
大
変
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ
い
た

と
思
い
ま
す
。
こ
の
経
験
が
、
今
後
の
進
路
の
役

に
立
て
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

技
術
者
や
技
能
者
の
入
職
が
減
少
し
て
い
る

建
設
業
は
、
若
年
者
か
ら
魅
力
を
感
じ
な
い
産
業

と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
建
設
業
は
決
し
て

魅
力
の
な
い
仕
事
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
少
し

で
も
建
設
業
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
を
受
け
入
れ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

研
修
お
疲
れ
様
で
し
た
。

研
修
生
の
感
想

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
今
回
の
体
験
で
、多
く
の
こ
と
を
学
び
、

働
く
こ
と
の
大
変
さ
、
社
会
へ
貢
献
す
る
こ
と
の

重
要
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
今
回
の
体
験
で
土
木
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ
が
、
か
な
り
変
わ
り
ま
し
た
。
自
分
が
考
え
る

土
木
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
力
仕
事
が
大
半
で

し
た
。
し
か
し
、
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
パ
ソ
コ

ン
も
使
わ
れ
て
い
た
し
、
数
多
く
の
デ
ー
タ
が
飛

び
交
う
中
で
の
作
業
で
し
た
。
力
仕
事
も
あ
り
ま

し
た
が
、
と
て
も
緻
密
で
繊
細
な
仕
事
で
あ
る
と

い
う
印
象
を
強
く
受
け
ま
し
た
。
わ
ず
か
な
ズ
レ

が
許
さ
れ
な
い
世
界
で
あ
る
こ
と
が
す
ご
い
と

思
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
測
量
の
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
初
め
て
の
作
業
で
、最
初
は
大
変
で
し
た
が
、

だ
ん
だ
ん
と
作
業
す
る
こ
と
が
楽
し
い
と
思
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
で
、
自
分
が
受
け
た
印
象
と
し
て
は
、

楽
し
ん
で
仕
事
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
や

は
り
、
楽
し
ん
で
や
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
だ

と
思
い
ま
し
た
。
今
回
、
い
ろ
い
ろ
な
現
場
を
見

学
さ
せ
て
戴
い
た
中
で
、
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

自
分
も
将
来
は
、
そ
の
よ
う
な
仕
事
に
就
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。　

ま
た
、
普
段
見
ら
れ
な
い
現

場
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
入
れ
な
い
所
に
入

れ
た
り
と
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
か
け
が

え
の
な
い
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
体
験
は
、
三
日
間
と
い
う
短
い
間
で

し
た
。
で
す
が
、
得
た
も
の
は
計
り
知
れ
な
い
程

多
く
、
人
生
の
中
で
も
、
か
な
り
貴
重
で
刺
激
的

な
体
験
で
し
た
。
何
も
知
ら
な
い
自
分
を
温
か
く

受
け
入
れ
、
多
く
の
事
を
教
え
て
く
れ
た
皆
様
へ

は
、
感
謝
し
き
れ
な
い
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
学

ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
活
か
せ
る
よ

う
精
一
杯
努
力
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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（3）

し
っ
か
り
固

定
さ
れ
た
か

は
、
ト
ル
ク

レ
ン
チ
に
て

全
箇
所
確
認

さ
れ
て
お
り

ボ
ル
ト
の
緩

み
が
判
断
で

き
る
よ
う
マ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
完
了
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
庁
舎
で
は
こ
の
装

置
が
十
八
セ
ッ
ト

設
置
さ
れ
そ
の
上

に
建
物
が
建
つ
と

い
う
こ
と
で
す
。

消
防
庁
舎
は
災

害
時
の
拠
点
と
な

る
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
建

物
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が

地
域
の
人
々

に
と
っ
て
安

心
材
料
に
な

る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う

か
。

サ
ツ
マ
イ
モ
の
育
種
（
品
種
改
良
）

日
本
に
伝
来
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
品

種
は
数
品
種
で
あ
っ
た
の
が
、
明
治
末

期
に
は
全
国
で
お
よ
そ
三
〇
〇
品
種
に

な
り
、
そ
の
半
数
以
上
が
沖
縄
県
で
作

ら
れ
た
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
こ
ん
な
に
増
え
た
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

①	

サ
ツ
マ
イ
モ
は
遺
伝
的
に
突
然
変
異

（
ツ
ル
が
短
く
な
っ
た
り
、
イ
モ
の

色
が
変
わ
る
な
ど
）
し
や
す
い
作
物

で
あ
る
こ
と
。

②	

サ
ツ
マ
イ
モ
を
栽
培
し
て
い
た
農
家

が
突
然
変
異
を
見
逃
さ
ず
、
農
家
の

手
に
よ
っ
て
育
種
（
新
品
種
を
育
て

る
こ
と
）
さ
れ
た
こ
と
。

③	

特
に
熱
帯
生
ま
れ
の
サ
ツ
マ
イ
モ

は
、
沖
縄
の
気
候
の
中
で
自
然
の
状

態
で
新
し
い
品
種
が
生
ま
れ
た
こ
と

（
花
が
咲
い
て
種
が
で
き
、
種
か
ら

芽
が
出
て
生
長
で
き
た
）。

こ
れ
ら
の
サ
ツ
マ
イ
モ
は
在
来
種
と

呼
ば
れ
、地
方
に
よ
っ
て
は「
源
氏
」「
紅

赤
」な
ど
の
名
前
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

あ
の
有
名
な
「
安
納
芋
」
も
種
子
島
の

在
来
種
で
、
皆
さ
ん
が
食
べ
て
い
る
安

納
芋
は
、鹿
児
島
県
で
系
統
選
抜
さ
れ
、

「
安
納
紅
」
や
「
安
納
こ
が
ね
」
と
名

付
け
ら
れ
、
品
種
改
良
さ
れ
た
も
の
で

す
。一

九
一
四
年
（
大
正
三
）
に
沖
縄
県

立
糖
業
試
験
場
国く
に

頭が
み

苗
圃
で
、
初
め
て

人
工
交
配（
人
間
の
手
に
よ
っ
て
受
粉
、

種
を
と
る
）
に
よ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
の

品
種
改
良
が
行
わ
れ
、

次
々
と
新
し
い
品
種
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
品

種
改
良
は
国
策
事
業
と

な
り
、
戦
時
中
に
は
味

よ
り
多
収
穫
の
サ
ツ
マ

イ
モ
の
品
種
が
作
ら
れ

ま
し
た
。

現
在
、
独
立
行
政
法

人
農
研
機
構
の
九
州
沖

縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

（
宮
崎
県
都
城
市
・
熊

本
県
合
志
市
）
と
作
物

研
究
所
（
茨
城
県
つ
く

ば
市
）を
拠
点
と
し
て
、

サ
ツ
マ
イ
モ
育
種
研
究

チ
ー
ム
が
サ
ツ
マ
イ
モ

の
生
産
振
興
や
加
工
産
業
の
活
性
化
に

貢
献
す
る
た
め
、
個
性
的
な
新
品
種
の

育
種
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

投
稿
「
た
か
が
イ
モ 

さ
れ
ど
イ
モ
」

は
、今
月
号
で
最
終
回
と
な
り
ま
し
た
。

沖
さ
ん
に
は
、
ご
多
忙
の
中
、
一
年
間

に
わ
た
り
ご
投
稿
い
た
だ
き
大
変
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

６年目以降 九州○号について

交配採種 約５万粒採種

九州沖縄農業研究センター

特性検定試験
黒斑病抵抗性 （長崎）

系統適応性検定試験
（鹿児島 愛媛
長崎 埼玉）

公立農業試験場

奨励品種決定試験
（３年以上、現地２年を含む）

新品種候補の審査（農研機構）

品種登録＋認定（農水省）

新品種 農林○号「○○○○」

品種育成には交配採種から１０年くらいかかる

５年目 九系○について
０年目

１年目

２年目

３年目

４年目

５年目
以降

系統選抜予備試験 約 系統選抜

実生個体選抜試験 約 個体選抜

系統選抜試験 約 系統選抜

生産力検定予備試験 約 系統選抜

生産力検定試験 約５系統選抜

九州○号と命名

サツマイモの育種の流れ 

九系○と命名

沖　

寿
弘

た
か
が
イ
モ

さ
れ
ど
イ
モ

最
終
回

九州沖縄農業研究センター提供

イメージ



作業安全

・足場上での安全作業の徹底
・オペレーターとの合図確認の徹底

交通安全

・法定速度の厳守 
環境目標

・終業後の機器の電源ＯＦＦを実施しよう

3月安全努力目標
年度安全標語〈事故ゼロへ ヒューマンエラーを

取り除き 今日も明日も安全第一〉
建設業年度末労働災害防止強調月間〈3/1～ 3/31〉

発
行
　
　
増
　
田
　
組

TEL
〇
五
三
七
―
八
六
―
三
二
四
五

FAX
〇
五
三
七
―
八
六
―
六
六
七
五

E
m

ail m
asudagum

i1@
m

ail.w
bs.ne.jp

U
R

L http://w
w

w
.m

asudagum
i1912.co.jp

（4）

行
事
記
録
（
1
27

〜
2
26

）

1
27	

御
前
崎
市
商
工
会　

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修

1
29	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
全
体
会

2
3	

昭
和
会
新
春
合
同
講
演
会
・
静
岡

	

省
エ
ネ
住
宅
講
習
会
・
静
岡

2
4	

監
理
技
術
者
講
習
・
袋
井

2
5	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
全
体
会

2
4
～
2
6	

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入

2
9	

免
震
装
置
見
学
会

2
10	

品
確
法
運
用
指
針
に
係
る
説
明
会
・
静
岡

2
13	

建
設
業
職
長
等
指
導
力
向
上
教
育
研
修
・
静
岡

2
15	

二
十
一
世
紀
浜
松
の
会
新
春
大
会
・
浜
松

2
17	

内
外
情
勢
調
査
会
中
東
遠
支
部
懇
談
会
・
掛
川

	

第
十
一
回
袋
井
建
協
広
報
委
員
会
・
袋
井

2
18	

職
員
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

2
21	

シ
ー
テ
ッ
ク
浜
岡
協
力
会
新
年
会
・
静
岡

2
22	

小
さ
な
親
切
運
動
第
四
回
ク
リ
ー
ン
作
戦

2
25	

県
内
大
学
・
企
業
就
職
情
報
交
換
会
・
静
岡

2
26	

Ｐ
Ｆ
Ｉ
研
修
会
・
静
岡

	

掛
川
法
人
会
御
前
崎
支
部
税
務
研
修
会

	

シ
ー
テ
ッ
ク
安
全
衛
生
協
議
会

行
事
予
定
（
2
27

〜
3
26

）

2
27	

経
営
研
修
会
・
静
岡

3
1	

学
校
法
人
南
陵
学
園　

菊
川
南
陵
高
等
学
校
卒
業
式

3
6	

経
営
事
項
審
査
説
明
会
・
袋
井

	

静
岡
県
建
設
学
院
修
了
式
・
藤
枝

昨
年
の
秋
に
掛
川
浜
岡
線
（
ア
ダ
プ

ト
ロ
ー
ド
区
域
内
）
沿
い
に
蒔
い
た
菜
の

花
が
満
開
に
な
り
ま
し
た
。
立
春
は
過

ぎ
た
と
は
言
え
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続

い
て
い
る
の
に
、
春
は
着
実
に
近
づ
い
て

来
て
い
ま
す
。

ま
た
、
花
壇
に

植
え
た
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
の
球
根
も

可
愛
い
芽
が
出
始
め
ま

し
た
。
ど
ん
な
色
が
咲

く
か
楽
し
み
で
す
。

二
月
三
日
に
掛
川
浜
岡
線
に
て
現
場

督
励
、
二
月
七
日
に
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
ま
し

た
。
工
事
の
完

成
に
向
け
て
現

場
内
が
慌
た
だ

し
く
な
っ
て
き

ま
す
が
安
全
第

一
で
工
事
が
終

わ
れ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

職
員
会
主
催
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
が
二

月
十
八
日
（
水
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
二
十
三
名
が
上
位
入
賞
目
指

し
ス
タ
ー
ト
。
今
回
始
め
て
の
方
が
四

名
、
そ
の
中
に
は
今
春
入
社
さ
れ
る
萩

原
丈
太
郎
君

も
加
わ
り
豪

華
メ
ン
バ
ー

で
の
戦
い
と

な
り
ま
し

た
。
工
事
も

繁
忙
期
を
迎

え
、
心
身
の

疲
労
も
ピ
ー
ク
だ
と
思
い
ま
す
が
一
投

一
投
と
投
げ
て
い
く
う
ち
力
も
入
り
ま

す
。最

後
に
表

彰
式
で
順
位

が
発
表
さ
れ

全
員
に
賞
品

が
わ
た
さ
れ
ま
し
た
。

お
疲
れ
様
で
し
た
。

上
位
三
名
（
二
ゲ
ー
ム
合
計
）

一
位
　
山
﨑
真
弘
さ
ん（
三
二
九
点
）

二
位
　
石
澤
浩
之
さ
ん（
三
一
六
点
）

三
位
　
山
下
茂
俊
さ
ん（
二
九
五
点
）

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
・
現
場
督
励

職
員
会 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

♪
♪ 
春
が
来
た　

春
が
来
た

ど
こ
に
来
た 

♪
♪
♪

合格
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卒

業
小
学
校
よ
り
も
勉
強
が
む
ず
か

し
く
な
り
、
部
活
も
始
ま
る
の

で
、
勉
強
と
部
活
を
が
ん
ば
り

た
い
で
す
。

浅
川
真
悠
さ
ん

（
工
事
部
浅
川
さ
ん
次
女
）

小
学
校
卒
業

今
年
度
の
試
験
で
落
合
智
さ
ん
が
一
級
建

築
施
工
管
理
技
士
試
験
に
合
格
し
ま
し
た
。
今

回
の
実
地
試
験
も
過
去
問
題
か
ら
の
出
題
が
あ

り
本
人
の
試
験
勉
強
が
功
を
奏
し
、
努
力
の
結

果
だ
と
思
い
ま
す
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
級
建
築
施
工
管
理
技
士

建
築
課
　
落
合
　
智


